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E-mail

kugidan@jcp-ota.jp
ご意見・ご要望を
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日本共産党

大
田
区
議
団

ニ
ュ
ー
ス

福井りょうじ
健康福祉委員

防災安全対策特別委員
℡5754ｰ3028

清水菊美
まちづくり環境委員
羽田空港対策特別委員
℡3766ｰ2630

金子悦子
健康福祉委員

オリンピックパラリンピック観光推進特別委員
℡5711ｰ0350

黒沼良光
地域産業委員

交通臨海部活性化特別委員会副委員長
℡3735ｰ6467

すがや郁恵
こども文教委員

オリンピックパラリンピック観光推進特別委員
℡3768ｰ5844

あらお大介
総務財政委員

交通臨海部活性化特別委員
℡3757ｰ9881

大竹辰治
総務財政委員

防災安全対策特別委員
℡3735ｰ2611

藤原幸雄
地域産業委員

羽田空港対策特別委員
℡3742ｰ2936

区
政
と
く
ら
し
の

相
談
は
お
気
軽
に

清水菊美区議

黒沼良光区議

福祉・くらし・防災・　　
　安心安全の区政へ転換を
２条例（小中学校入学祝金支給、障害者福祉手当を精神２級に拡充）を提案

代
表
質
問

平
和
・
く
ら
し
守
れ

今
こ
そ
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
て
行
動
す
る
こ
と

　

区
長
に
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
」
に
署
名
す
る

こ
と
と
、
平
和
憲
法
を
擁

護
す
る
立
場
で
「
９
条
改

憲
ノ
ー
」
の
決
意
を
求
め

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
明

言
せ
ず
、
自
治
体
と
し
て

平
和
事
業
を
進
め
る
と
答

弁
し
ま
し
た
。

福
祉
向
上
と
い
う
自
治
体

と
し
て
の
役
割
発
揮
を
　

　

決
算
（
２
０
１
７
）
年

度
で
は
、
公
共
施
設
約
８

割
の
区
分
の
使
用
料
で
２

４
１
０
万
円
余
、
小
中
学

校
の
給
食
費
で
１
億
４
４

３
６
万
円
余
と
な
り
、
９

月
か
ら
保
育
園
園
児
の
約

６
割
で
３
億
１
０
０
５
万

円
余
、
学
童
保
育
料
の
値

上
げ
で
４
６
０
０
万
円
余

と
総
額
約
５
億
円
の
負
担

増
と
な
り
、
約
１
０
２
億

円
の
予
算
残
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

消
費
税
増
税
の
影
響
が

ま
だ
ま
だ
消
え
ず
、
商
・

工
業
等
の
景
気
は
低
迷
し
、

労
働
者
の
実
質
賃
金
も
下

が
り
続
け
て
い
る
中
、
各

種
の
値
上
げ
は
必
要
な
か

っ
た
の
で
す
。
区
長
は

「
受
益
者
負
担
」
「
負
担

の
公
平
」
を
理
由
と
し
、

今
後
も
定
期
的
に
値
上
げ

を
し
て
い
く
と
答
弁
し
ま

し
た
が
、
公
共
施
設
の
整

備
は
自
治
体
の
責
任
で
す
。

保
育
料
は
値
上
げ
で
な
く
、

待
機
児
対
策
が
第
一
で
す
。

学
校
給
食
費
は
少
子
化
・

子
ど
も
の
貧
困
対
策
か
ら

も
無
償
化
こ
そ
必
要
で
す
。

誰
も
が
安
心
で
き
る
た

め
の
介
護
の
実
現
を
　

　

介
護
保
険
制
度
の
改
悪

で
要
支
援
１
・
２
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
「
自
立
」
と

終
了
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

が
重
度
化
は
免
れ
な
い
。

区
が
責
任
を
も
っ
て
把
握

を
す
る
こ
と
を
提
案
。

国
際
便
増
便
計
画
は
　

国
に
見
直
し
を
求
め
る

　

経
済
最
優
先
で
羽
田
空

港
の
国
際
便
増
便
計
画
は

区
民
生
活
の
安
全
か
ら
国

に
見
直
し
を
求
め
る
べ
き

と
提
案
し
ま
し
た
が
、
区

長
の
答
弁
は
「
国
に
丁
寧

な
説
明
を
求
め
る
」
。

緊
急
の
防
災
対
策
の

必
要
性
と
し
て
　
　

　

大
阪
北
部
地
震
、
西
日

本
豪
雨
災
害
等
を
教
訓
に
、

危
険
な
崖
対
策
、
避
難
所

に
な
る
小
中
学
校
の
体
育

館
の
冷
暖
房
化
の
緊
急
の

取
り
組
み
、
酷
暑
か
ら
命

守
る
た
め
の
ク
ー
ラ
ー
設

置
を
提
案
し
ま
し
た
。

一
般
質
問

産
業
に
ビ
ジ
ョ
ン
を

実
態
調
査
に
基
づ
く
　

「
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
れ
」

　

大
田
区
の
景
況
１
月
か

ら
３
月
期
で
の
来
期
の
業

況
は
製
造
業
、
小
売
業
、

建
設
業
、
運
輸
業
、
４
業

界
全
て
が
最
悪
に
近
い
状

況
で
す
。
大
田
区
は
２
０

１
４
年
、
３
名
以
下
の
小

規
模
企
業
を
含
ん
だ
全
数

実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た

が
、
本
調
査
を
基
礎
に
発

展
方
向
に
ふ
さ
わ
し
い
ビ

ジ
ョ
ン
を
つ
く
る
政
策
の

充
実
を
求
め
ま
し
た
。

大
田
区
中
小
企
業
の
特

質
を
生
か
し
た
施
策
を

　

区
内
中
小
企
業
の
第
１

の
特
徴
は
、
汎
用
型
の
技

能
・
熟
練
の
形
成
・
伝
承
。

第
２
は
、
現
場
の
工
夫
・

改
良
に
基
づ
く
工
程
に
お

け
る
技
術
革
命
で
、
こ
れ

ら
生
産
・
加
工
技
術
能
力

は
経
済
社
会
的
に
開
か
れ

た
形
で
確
保
す
べ
き
で
す
。

第
３
は
、
機
械
の
限
界
を

突
破
す
る
マ
ザ
ー
マ
シ
ン

の
法
則
へ
の
対
応
と
い
う

特
徴
で
す
。
こ
れ
ら
を
活

か
し
て
母
工
場
都
市
機
能

を
備
え
た
大
田
区
に
す
べ

き
で
す
。
そ
の
方
向
と
し

て
、
①
医
療
機
器
分
野
へ

の
進
出
、
②
農
業
機
器
分

野
へ
の
進
出
、
③
自
然
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
小

型
風
力
発
電
な
ど
ブ
ラ
ン

ド
製
品
化
、
④
ス
ポ
ー
ツ

用
車
椅
子
な
ど
基
盤
技
術

の
小
規
模
企
業
中
心
型
の

挑
戦
が
必
要
で
す
。

生
活
保
障
と
し
て
の

生
活
保
護
制
度
を
　

　

生
活
保
護
制
度
で
本
来

や
る
べ
き
こ
と
は
、
生
活

保
護
基
準
以
下
で
生
活
し

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
区

民
へ
の
支
援
こ
そ
行
う
べ

き
で
す
。
そ
の
た
め
に
生

活
保
護
の
し
お
り
を
「
受

給
者
」
か
ら
「
利
用
者
」

へ
改
善
し
権
利
と
し
て
対

応
す
べ
き
で
す
。

２件の条例提案
〇入学祝金支給条例
　　小学校入学時に２万円、中学校
入学時に３万円の祝金を支給する
内容です。
〇精神障害者２級手当支給条例
　　現在精神障害者は１級の方のみ
に月4,500円の支給ですが、他
障害にあわせ１・２級ともに20
歳以上に17,500円、20歳未満
4,500円の支給をするものです。

　　２件とも自民・公明などの反対
で否決されました。
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法律相談のご案内
区議団顧問弁護士による、法律相談です。
お気軽にご利用ください。

11月15日（木）午後1時より
12月　6日（木）　午後1時より
場所　日本共産党大田区議団控室
（大田区役所10階）　☎5744ｰ1477
◎予約制です。お早めにお電話ください。

大竹辰治区議

すがや郁恵区議

福井りょうじ区議

あらお大介区議金子悦子区議

藤原幸雄区議

不採択になった主な陳情に対する各会派の態度
○は賛成、×は反対

（　）内は会派の議員数

共
産
（
８
）

自
民
（
16
）

公
明
（
12
）

無
印
（
４
）

民
主
（
３
）

　

緑　
（
１
）

フ
ェ
ア
民（
１
）

改
革
（
１
）

ネ
ッ
ト
（
１
）

無
所
属
（
１
）

効果の無い国の落下物対策で、新飛行ルートを大田区は認めないでほしいと願う陳情 ○ × × × × ○ ○ × ○ ×
リニア新幹線の説明会開催と認可に関する陳情 ○ × × × × ○ ○ × ○ ×
リニア中央新幹線に関する陳情 ○ × × × × ○ ○ × ○ ×
被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名への賛同を求める陳情 ○ × × × × ○ ○ × ○ ×
国民健康保険料に係る子どもへの均等割の抜本的軽減を求める陳情 ○ × × × × ○ ○ × ○ ×
大田区新総合事業の充実と周知を求める陳情 ○ × × × × ○ ○ × ○ ×
学校給食費を無料化することを求める陳情 ○ × × × × ○ ○ × ○ ×
バスの運行の充実を京浜急行に要請することを求める陳情 ○ × × × × ○ ○ × ○ ×

ＪＲ東海にリニア新幹線の説明会を求める陳情 ○ × × × ×2
棄1 ○ ○ × ○ ×

陳情者に委員会で説明する機会を設けて、区民の声をしっかり聞いてほしい陳情 ○ × × × × ○ ○ × ○ ×

く
ら
し
守
る
防
波
堤
の
役
割
を

総
括
質
疑

　

区
民
の
所
得
が
下
が
っ

て
い
る
中
（
図
参
照
）
、

２
０
１
７
年
度
決
算
で

は
、
施
設
使
用
料
等
で
約

５
億
円
の
区
民
負
担
増
を

押
し
つ
け
、
高
齢
者
の
お

む
つ
支
給
な
ど
区
民
に
身

近
な
福
祉
を
削
減
し
、
約

１
０
２
億
円
を
使
い
残
し

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１

８
年
か
ら
国
民
健
康
保
険

料
（
前
年
度
年
平
均
３
５

４
７
円
増
）
や
介
護
保
険

料
（
前
期
事
業
比
年
基
準

額
４
８
０
０
円
増
）
が
値

上
が
り
し
ま
す
。
そ
の
結

果
、
積
立
基
金
（
貯
金
）

は
、
４５
億
円
増
の
１
３
２

９
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
区
民
の
く
ら

し
や
福
祉
よ
り
、
新
空
港

線
（
総
額
１
２
６
０
億

円
）
、
羽
田
空
港
跡
地
第

一
ゾ
ー
ン
開
発
（
今
年
度

第
２
回
定
例
会
で
５
・
９

㌶
を
１
６
５
億
円
で
国
か

ら
購
入
）
等
の
大
型
開
発

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
決
算
か
ら
も
、

区
政
が
国
の
悪
政
か
ら
区

民
の
く
ら
し
を
守
る
防
波

堤
の
役
割
を
求
め
ま
し
た
。

区
民
の
声
を
区
政
に

各
区
議
の
質
疑
　
決
算
特
別
委
員
会

給
付
型
奨
学
金
創
設
を

　

現
在
の
給
付
型
奨
学
金

（
入
学
金
１
人
３０
万
円
）

は
、
末
吉
さ
ま
の
７
０
０

０
万
円
寄
付
を
活
用
し
大

変
喜
ば
れ
て
い
る
。
残
り

２
年
余
で
終
了
せ
ず
、
制

度
を
継
続
す
る
こ
と
。

　

区
で
働
く
保
育
士
、
介

護
福
祉
士
学
生
等
に
、
給

付
型
奨
学
金
制
度
創
設
を
。

　

民
泊
は
、
地
域
住
民
の

声
を
尊
重
し
た
大
田
区
独

自
の
ル

ー
ル
作

り
を
提

案
し
ま

し
た
。

野
辺
山
学
園
の
継
続
を

　

委
託
事
業
者
が
人
手
不

足
を
理
由
に
事
業
継
続
が

困
難
に
な
り
、
移
動
教
室

は
実
施
場
所
の
変
更
と
な

り
ま
し
た
。
区
内
の
中
学

校
で
２
泊
３
日
と
３
泊
４

日
に
分
か
れ
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
異
な
る
こ
と
が
起

き
ま
し
た
。
教
育
の
機
会

均
等
及
び
安
定
的
な
事
業

運
営
の
た
め
に
は
人
件
費

を
引
き
上
げ
、
委
託
費
の

見
直
し
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

新
総
合
事
業
で
は
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
老
人
ク
ラ

ブ
）
が
新
総
合
事
業
で
自

ら
が
サ
ー
ビ
ス
実
施
主
体

と
な
る
こ
と
を
受
け
て
、

提
起
し
て
い
る
区
と
し
て

慎
重
に
対
応
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
６５
歳

で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
人
が
、
介
護

保
険
優
先
と
な
っ
て
も
サ

ー
ビ
ス
受
給
権
を
侵
害
し

な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

関
係
者
の
協
力
を
得
て

　

党
区
議
団
が
長
年
要
望

し
て
き
た
、
「
石
綿
ば
く

露
者
の
健
康
管
理
に
係
る

試
行
調
査
」
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
会
や
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康

被
害
対
策
会
な
ど
関
係
者

の
協
力
も
得
て
広
く
周
知

し
、
要
望
も
聞
い
て
実
施

す
べ
き
で
す
。

い
こ
い
の
家
の
拡
充
を

議
会
日
程
（
案
）

11
月

20
日
㈫　

請
願
・
陳
情
締
切

28
日
㈬　

定
例
会（
第
１
日
）

　

代
表
質
問
　
あ
ら
お
議
員

29
日
㈭　

定
例
会（
第
２
日
）

　

一
般
質
問
　
す
が
や
議
員

30
日
㈮　

常
任
委
員
会

12
月

３
日
㈪　

常
任
委
員
会

５
日
㈬　

特
別
委
員
会

７
日
㈮　

定
例
会（
第
３
日
）

＊
議
会
へ
の
傍
聴
に
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

区
が
進
め
る
閉
館
や
、
介

護
に
役
立
て
る
と
い
う
シ

ニ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

転
換
で
は
な
く
、
増
設
し
、

区
内
に
２０
か
所
の
設
置
を

求
め
ま
し
た
。

　

本
来
「
老
人
い
こ
い
の

家
」
は
身
近
に
あ
っ
て
、

誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
、
交

流
の
場
で
あ
る
は
ず
で
す
。

区民１人当たりの平均年間給与所得推移

新
総
合
事
業
を
慎
重
に


